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＜研究概要＞ 

 

本研究では、山地河川での土砂動態を正確に把握することで大規模土砂災害発

生を予測することを目的として、足洗谷流域での土砂移動を直接法と間接法（パ

イプハイドロフォン）で計測し、新たに開発したキャリブレーション手法によっ

て流砂量の定量的かつ連続的な計測を行った。その結果、粒度分布を含めた掃流

砂の連続観測が可能となり、新しいキャリブレーション手法の有効性が示され

た。また、水路横断方向に複数設置したハイドロフォンによって、掃流砂の偏流

を定量的に確認した。 

＜事後評価コメント＞ 

 

 本研究は、流砂量測定手法としてのハイドロフォンの精度向上に取り組み、多

くの出水事例で測定・解析事例を蓄積したことにより、実測値をもとに合理的な

解析手法の提案されており、汎用性の高い解析手法の確立が期待できるものであ

る。 

今後は、計測可能な粒径を小さくすることや、渓床勾配が異なる複数箇所にお

ける観測を検証することで精度の向上に向けて取り組んで頂きたい。 

 

 

※評価基準 

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 

Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 

Ｃ：一定の研究成果があった 

Ｄ：研究成果があったとは言い難い 


